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・平井貴美代(2000)「歴史研究」日本教育経営学会編『シリーズ教育の経営 第 5 巻 教
育経営研究の理論と軌跡』玉川大学出版部，238-251頁。 
・藤原文雄(2000)「学校経営における協働論の回顧と展望」日本教育経営学会編『シリー
















昭和 11年度～昭和 20年度（『職員會議記録』他(1)，全 5冊，1176頁)，②北野中：大正 15
年度～昭和 23 年度(『職員會議録』，全 4 冊，1019 頁)，③高知一中：大正 12 年度～昭和













































































































































































































































































































































（１）神戸一中の職員会議録の表紙には，明治 29～44 年度『職員會決議録』，昭和 11～18
年度『職員會議記録』(2 冊)，昭和 19～20 年度『職員會議録』(2 冊)と表記されてい
る。 
（２）高知一中の『會議録』では，昭和 16年 4月 7日の職員会議記録が最後の記録として
綴じられており，以降の会議録は現在見つかっていない。 
（３）高野，1976：89-515頁，高野，1980 a ：107-300頁，高野・中留，1986：2-141頁。 








営 第 2巻 自律的学校経営と教育経営』玉川大学出版部，12-38頁。 
・佐藤岩夫(1997)「公共圏の形成をめぐる社会運動と法（一）－日独の都市社会運動の事
例を素材として－」『大阪市大法学雑誌』43-4，1-26頁。 





・高野桂一(1980a)『学校経営の科学 ① 基礎理論』明治図書。 
















































































329 校から，1935(昭和 10)年 557 校に増加している。この時期の 3 校の学校規模は，資料
の残る 1934(昭和 9)年において北野中は，生徒数 1436名，教員数 51名であり，1935(昭和
10)年において神戸一中は，生徒数 1180名，教員数 43名，同じく高知一中は，生徒数 901






 1935(昭和 10)年，岡田内閣によって国体明徴声明が出され，1937(昭和 12)年から開始さ
れた国民精神総動員運動の一環として，中学校において夏期休業中に，低学年 3 日，高学























生徒定員 400 名(1 学年約 80 名)であったが，中学校に
おける全国的な生徒増加に合わせて増員し，1922年(大
正 11)年以後は，生徒定員は 1200名，教員数 40名前後の大規模校であり，名実ともに地域
の中心的な学校であったといえる。 
初代校長鶴崎久米一は札幌農学校二期生であり、同期生には新渡戸稲造、内村鑑三など
がいる。神戸一中は鶴崎久米一が，開校時から 1923(大正 12)年 6月まで 17 年 2 ヵ月とい
う長期にわたり校長として在職し，その後，神戸一中 3 回生である 2 代目校長池田多助が























































































1240 名，26 学級，教員数は校長を含め 50 名(兼務を除く)，1934(昭和 9)年度には，生徒
1436 名，29 学級，教員 51 名(校長と嘱託 7 名心得 2 名を含む)と拡大し，昭和戦時体制期




における校長は，1924(大正 13)年 6 月から江崎誠，1934（昭和 9）年 6 月から安達貞太，











学科 57名，尋常中学科 108名である。1888(明治 21)年には，教員数 29名生徒数 635名と





















なお，高知一中に残る職員会議録である 1923(大正 12)年度から 1941(昭和 16)年度にお
ける校長は，1922(大正 11)年 4月から中村安太郎，1924(大正 13)年 6月から善波功，1943(昭





























































「表３－４」から，職員会議回数は，神戸一中は約 10 年間に 110 回，北野中は約
11 年間に 132 回，高知一中は約 6 年間に 87 回であり，3 校とも概ね定期的に職員会議
を開催していることがわかる。また，各機能を示す議題が全議題に占める割合(以下，
分類・整理された議題数が議題合計に占める割合を「出現率」と記す。)は，神戸一中
「意志伝達機能」約 5%･「経営参加(協議)機能」約 1%・「連絡調整機能」約 94%，北野







表３－１ 神戸一中 職員会議機能の議題内容別議題数一覧表 (昭和戦時体制期) 
分 類 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務関係 
議題数 9  3  299  311 
％ 0.7% 0.2% 23.7% 24.7% 
総務関係 
議題数 12  4  400  416  
％ 1.0% 0.3% 31.7% 33.0% 
生徒指導関係 
議題数 8  3  193  204  
％ 0.6% 0.2% 15.3% 16.2% 
教職員関係 
議題数 7  1  192  200  
％ 0.6% 0.1% 15.2% 15.9% 
時局関係 
議題数 10  0  40  50  
％ 0.8% 0.0% 3.2% 4.0% 
その他 
議題数 13  0  66  79  
％ 1.0% 0.0% 5.2% 6.3% 
合 計 
議題数 59  11  1190  1260 




表３－２ 北野中 職員会議機能の議題内容別議題数一覧表   (昭和戦時体制期) 
分 類 
意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
議題数(%) 議題数(%) 議題数(%) 議題数 
教務関係 
議題数 41 14 196  251 
％ 3.4% 1.2% 16.4% 21.0% 
総務関係 
議題数 61 10 283 354 
％ 5.1% 0.8% 23.6% 29.5% 
生徒指導関係 
議題数 17 13 136 166 
％ 1.4% 1.1% 11.4% 13.9% 
教職員関係 
議題数 64 6 122 192 
％ 5.3% 0.5% 10.2% 16.0% 
時局関係 
議題数 82 1 40 123 
％ 6.8% 0.1% 3.3% 10.3% 
その他 
議題数 45 2 65 112 
％ 3.8% 0.2% 5.4% 9.3% 
合 計 
議題数 310 46 842 1198 









表３－３ 高知一中 職員会議機能の議題内容別議題数一覧表 (昭和戦時体制期) 
分 類 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務関係 
議題数 4  27  110  141 
％ 0.5% 3.6% 14.5% 18.6% 
総務関係 
議題数 21  44  185  250  
％ 2.8% 5.8% 24.4% 32.9% 
生徒指導関係 
議題数 3  14  103  120  
％ 0.4% 1.8% 13.6% 15.8% 
教職員関係 
議題数 16  2  81  99  
％ 2.1% 0.3% 10.7% 13.0% 
時局関係 
議題数 6  3  26  35  
％ 0.8% 0.4% 3.4% 4.6% 
その他 
議題数 52  9  53  114  
％ 6.9% 1.2% 7.0% 15.0% 
合 計 
議題数 102  99  558  759 





















表３－４  職員会議機能の年度別議題数 3 校比較表  (昭和戦時体制期)  
年度 
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「意志伝達機能」を示す議題は，合計 59 議題であり，他の 2 校と比べて約 5％と出
現率が低い。議題内容の分類では，議題数の多い順に「その他」，「総務関係」，「時局
関係」である。「その他」としては，昭和 11･12･16 年は 1 月当初の職員会議において
校長の年頭所感がみられる。他には， 
 











として 22 議題が提出されている。また， 
 















など，校長会議において府学務部長よりの 6 項目の注意が連絡された議題や， 
 


































「経営参加(協議)機能」を示す議題は，合計 11 議題であり，出現率は約 1％と，極
めて低い。議題内容の分類では，「教務関係」「総務関係」「生徒指導関係」などである。
具体的には，昭和 11 年 4 月 7 日「議事」の表題に続いて，「學級自治會研究ノ件」と
して，別刷りプリントで『學級自治會規程』が提出され，規程に定められていない総
会への主任出席の可否など総会の運営方法や，指導方法などの具体的実施細目が協議
されている。また，昭和 11 年 4 月 25 日「議事」との表題に続いて，「學友團ノ新入生
歓迎會ノ件」「夜間中学職員ノ鳩巢會加入ノ件」など 11 年度に 6 議題が記録されてい
る。この後，6 年間 1 議題も記録されず，昭和 18 年度に，提出された議題は，「生徒
指導関係」として， 
 

















































































たが，三年級主任が提出した優秀組に普通組から 3 名補充の原案に対し，1 名の補充



























短縮授業を廃止することと，四，五年は 7 限を除くことに決定した事例や， 
 


















































神戸一中においては，1 年間に 1，2 議題と少なく，高知一中は，校長挨拶などを中心


















た。神戸一中は，「経営参加(協議)機能」を示す議題は 10 年間に 11 議題しか記録され
ていないが，北野中は約 4％，高知一中は約 13%の出現率で記録され，しかも，実質的
な協議がなされていた。神戸一中における「経営参加(協議)機能」を示す議題が昭和
12 年度から 17 年度まで記録されず，また全体として 11 議題と少ない理由を示す資料
を見つけることはできない。しかし，神戸一中における職員会議記録方法が，昭和 11



































3 校の特徴を象徴的に示す事例として，昭和 14 年 5 月 22 日『青少年学徒ニ賜ハリ
タル勅語』下賜への 3 校の対応を抜粋する。 
神戸一中では，勅語に対して， 
 


























昭和 14年 6月 19日 
「御親閲ニ際シ青少年ニ賜ヒタル御勅語聖旨奉体ニ関スル実行方法答申案附議 出席




















を受ける可能性がある。昭和戦時体制期には，10 年から 12 年までの国体明徴・教学
刷新をスローガンに掲げた第 1 の局面，教育審議会の設置と国民精神総動員運動や 13
年「国家総動員法」の制定の影響で，教育改革が行われ，国民学校令や中等学校令が


































とされ，第 3 局面を向かえる直前の職員会議において， 
 


















































と戦後における連続を示した知見として注目される。そこで，第 4 章，第 5 章におい
て，職員会議機能の連続をより考察することを目的に，昭和戦時体制期において推察
された職員会議の機能と実態は，その前史である大正期－昭和初期，明治後期におい
































（１）北野中の昭和 17 年度，高知一中の昭和 12～14 年度の会議記録が極端に少ない
が，両校ともに，冊子には頁が破損した痕跡はなく，綴じた時点ですでに記録紙
が欠落していたと考えられる。また，高知一中の昭和 15 年度の会議記録が極端に











第４章 大正期－昭和初期における職員会議の機能と実態 ～前史としてⅠ～ 
 





















大正 15 15 30(16.4) 32(17.5) 121(66.１) 183 
昭和 2 13 28(18.1) 23(14.8) 104(67.1) 155 
昭和 3 15 12(10.0) 14(11.7) 94(78.3) 120 
昭和 4 14 19(15.7) 20(16.5) 82(67.8) 121 
昭和 5 15 24(18.0) 15(11.3) 94(70.7) 133 
昭和 6 18 31(21.7) 13(9.1) 99(69.2) 143 
昭和 7 17 16(13.9) 8(7.0) 91(79.1) 115 
昭和 8 18 22(18.2) 3(2.5) 906(79.3) 121 
昭和 9 13 18(20.9) 4(4.7) 64(74.4) 86 
合 計 138 200(17.0) 132(11.2) 845(71.8) 1177 




昭和 6，8 年度の 18 回であり，最も少なかったのが，昭和 2，9 年度の 13 回である。開催
曜日は，職員会議において， 
 





















表４－２ 北野中 職員会議機能の議題内容別議題数一覧表 (大正期－昭和初期)  
分 類 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務関係 
議題数 20 23 205 248 
％ 1.7% 2.0% 17.4% 21.1% 
総務関係 
議題数 48 23 347 418 
％ 4.1% 2.0% 29.5% 35.5% 
生徒指導関係 
議題数 10 66 147 223 
％ 0.8% 5.6% 12.5% 18.9% 
教職員関係 
議題数 72 13 88 173 
％ 6.1% 1.1% 7.5% 14.7% 
時局関係 
議題数 7 0 5 12 
％ 0.6% 0.0% 0.4% 1.0% 
その他 
議題数 43 7 53 103 
％ 3.7% 0.6% 4.5% 8.8% 
合 計 
議題数 200 132 845 1177 






























である。北野中の『職員會議録』には，職員会議の開始時間と終了時間が昭和 6 年 4 月 10
日開催分を除き，記録されている。9 年間の職員会議 138 回に対し，1 回の平均時間は 76
分であり，議題１議題につき，平均 9 分強の時間をかけていた計算になる。また，各年度




























大正 15 15 183 112 9.2 1675 40 170 
昭和 2 13 155 111 9.3 1438 35 225 
昭和 3 15 120 83 10.3 1240 30 160 
昭和 4 14 121 90 10.3 1251 15 210 
昭和 5 15 133 76 8.6 1145 25 140 
昭和 6 18 143 69 8.2 1175 20 135 
昭和 7 17 115 46 6.9 789 15 90 
昭和 8 18 121 53 7.8 948 5 90 
昭和 9 13 86 64 9.6 825 20 120 











































（２）経営参加（協議）機能の実態分析１  ～府ヨリノ諮問「運動競技会」～ 
 「運動競技会」の議題に関して，北野中に残る『大阪府中學校長會記録』(1)に，昭和 2















































（３）経営参加（協議）機能の実態分析２ ～「上靴ノ件」～  
 昭和 2年 10月 8日に記録された，「上靴ノ件」に関しては，この職員会議以前に，以下
に示すように 2度議題が提出されている。 
 





















題提出の後，具体的実行内容に関しての委員会報告が，10 月 8 日に提出され，協議の上，
決定した経過をたどっている。 
これらの記録から，上靴使用に関しては，①大正 15年 5月に訓育部から職員会議に提案
され，協議のための委員会が設立されたこと，②翌年の昭和 2年 9月 19日の職員会議に委
員会意見として原案が報告され，その原案を協議の上，上靴の採用が決定したこと，③上





































































































高知一中における職員会議は，12 年間で 265 回記録されている。最も多く記録されたの
が，昭和 5年度の 37 回であり，最も少なかったのが，大正 13年度の 1回である。 
 












大正 12 3 23(46.0) 18(36.0) 9(18.0) 50 
大正 13 1 11(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 11 
大正 14 25 44(22.6) 39(20.0) 112(57.4) 195 
大正 15 29 85(35.6) 31(13.0) 123(51.5) 239 
昭和 2 18 42(30.0) 23(16.4) 75(53.6) 140 
昭和 3 33 79(38.3) 37(18.0) 90(43.7) 206 
昭和 4 29 83(36.1) 36(15.7) 111(48.3) 230 
昭和 5 37 23(7.9) 52(17.9) 216(74.2) 291 
昭和 6 25 27(12.3) 33(15.1) 159(72.6) 219 
昭和 7 20 14(7.5) 31(16.7) 141(75.8) 186 
昭和 8 29 12(4.7) 51(19.9) 193(75.4) 256 
昭和 9 16 12(6.7) 32(17.9) 135(75.4) 179 

















と記録されているが，『會議録』に記録された職員会議は，大正 12 年度 3 回，13 年度 1 回




大正 14 年度から昭和 9 年度までの職員会議の回数が，年平均 25 回と急増する理由とし














能」が，約 62％と 6 割以上を占めることがわかる。次に「意志伝達機能」約 21％，「経営














表４－５ 高知一中 職員会議機能の議題内容別議題数一覧表 (大正期－昭和初期) 
分 類 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務関係 
議題数 71  90  305  466 
％ 3.2% 4.1% 13.9% 21.2% 
総務関係 
議題数 120  184  446  750  
％ 5.4% 8.4% 20.3% 34.1% 
生徒指導関係 
議題数 87  73  247  407  
％ 4.0% 3.3% 11.2% 18.5% 
教職員関係 
議題数 115  15  274  404  
％ 5.2% 0.7% 12.4% 18.3% 
時局関係 
議題数 1  0  6  7 
％ 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 
その他 
議題数 61  21  86  168 
％ 2.8% 1.0% 3.9% 7.6% 
合 計 
議題数 455  383  1364  2202 





























大正 14年 6月 12日 
「一，校舎内ニテハ着帽ヲ許サゞルコト，特ニ教室内ノ着帽ヲ嚴禁スルコト」 
 







































昭和 3年 9月 18日 
「岩崎氏銅像建築基金応募ノ件（否決）」 
 





















































































































































































































11月 21 日から 1940(昭和 15)年 4月 18日までを筆者が入手した。 
62 
 























一 學校則等ノ創定又ハ改正ニ関スル事  一 職員ノ任免進退賞罰ニ関スル事 
一 経費豫算ニ関スル事         一 職員出張巡回等ニ関スル事 
乙 款 
一 生徒臨時入学ニ関スル事       一 臨時休業ニ関スル事 




一 生徒ノ停學又ハ放校処分ニ関スル事 一 宿泊ヲ要スル修學旅行ニ関スル事 
丙 款 
一 學年試験ニ関スル事          一 卒業証書授与ニ関スル事 
一 宿泊セザル修學旅行ニ関スル事     
一 授業ノ始終ヲ定メ又ハ改定ニ関スル事 
一 生徒ノ退学ニ関スル事         一 職員分憺ニ関スル事 
丁 款 



























































































































 1896(明治 29)年度から 1911(明治 44)年度の 16 年間に，記録された職員会議は 119
回，1901(明治 34)年度以後は原則として１年に 8 回(4,5,6,9,10,11,1,2 月)，月の最
終金曜日に開催されていた。また，臨時職員会議は総数 14 回，最も多かった年が
1903(明治 36)年度の 4回である。1909(明治 42)年度以降の記録の一部に職員会議の開

































表５－１ 神戸一中 職員会議の議題内容別議題数一覧表  （明治後期） 
分類 項目 議 題 内 容 議題数(%) 
教務 
関係 
成績 ・定期試験細則 ・平常点 ・成績通知方法 13(2.0) 
授業教科 
指導 















・始業時間の変更 ・遠足，一日旅行，修学旅行  










・校友会発足 ・野球部，端艇部の対外仕合  














・卒業式準備委員 ・記念植樹委員 ・補習科主任  
・運動会接待委員 
15(2.3) 
職員親睦 ・職員親睦会の委員 ・親睦会開催 13(2.0) 
その他 
他 ・生徒学資調査 ・職員異動の記念品  40(6.0) 
不明 （文字の判読不能など） 12(1.8) 






















（１）明治 43年 6月 24日職員会議を事例として 











   自七月一日 午前七時始業 
         正午終業 
    但シ，諸稽古ハ零時半ヨリ始ム 
②一 学期試験日程等左記ノ如シ 














































































 明治 38 年 2 月 24 日職員会議において，本校細則，生徒心得などの改正原案を提出
するので，異存あるものは 3 月 4 日までに申し出ることと記録されている。この議題
は，内容から鶴崎校長からの「意志伝達機能」を示す議題であると推察される。この































 1909(明治 42)年 3月 6日の臨時職員会議で，成績不良の 5名に当時受験すれば卒業
できる慣例があった卒業（学年）試験を認めない決定を下し，決議の最後に「右決議
シタレトモ一應校長ノ意見ヲ伺ヒ，然ル後ニ決定実行スルコトトス」としている。こ





















とし，5 名の中 4 名の受験が決議されている。3 月 15 日の職員会議記録には，その後
















































































































期 16年間と昭和戦時体制期 9年 4か月間，また１回の職員会議における議題数も明治後期














 「表６－１」は明治後期および昭和戦時体制期の議題を 6 分類に整理し，それぞれの分
類の議題数合計・年平均議題数・割合を一覧表に示したものである。 
 
表６－１ 神戸一中 職員会議議題内容別（明治後期・昭和戦時体制期）分類比較表 
分 類 
明治後期 昭和戦時体制期 
議題数 年平均議題数 ％ 議題数 年平均議題数 ％ 
教務関係 107 6.7  16.2% 311 33.3  24.7% 
総務関係 270 16.9  40.8% 416 44.6  33.0% 
生徒指導関係 181 11.3  27.3% 204 21.9  16.2% 
教職員関係 52 3.3  7.9% 200 21.4  15.9% 
時局関係 0 0.0  0.0% 50 5.4  4.0% 
その他・不明 52 3.3  7.9% 79 8.5  6.3% 




明治後期は 16 年間で議題総数 662 議題，年平均議題数 41.4 議題に対し，昭和戦時体制



















































































明治後期の職員会議の質的分析として，「第 5 章 第 1 節 ３．職員会議録の質的分析」










職員会議  昭和十四年七月十五日  























 山昇リ  不許可 





















































となる。このことは，昭和 12 年度から 17 年度までまったく記録されていない「経営参加






























表６－２ 北野中 職員会議機能の議題内容別（大正期－昭和初期・昭和戦時体制期）分類比較表 
分 類 
大正期－昭和初期 昭和戦時体制期 
意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務
関係 
議題数 20 23 205 248 41 14 196 251 
％ 1.7% 2.0% 17.4% 21.1% 3.4% 1.2% 16.4% 21.0% 
総務
関係 
議題数 48 23 347 418 61 10 283 354 
％ 4.1% 2.0% 29.5% 35.5% 5.1% 0.8% 23.6% 29.5% 
生徒指
導関係 
議題数 10 66 147 223 17 13 136 166 
％ 0.8% 5.6% 12.5% 18.9% 1.4% 1.1% 11.4% 13.9% 
教職員
関係 
議題数 72 13 88 173 64 6 122 192 
％ 6.1% 1.1% 7.5% 14.7% 5.3% 0.5% 10.2% 16.0% 
時局
関係 
議題数 7 0 5 12 82 1 40 123 
％ 0.6% 0.0% 0.4% 1.0% 6.8% 0.1% 3.3% 10.3% 
その
他 
議題数 43 7 53 103 45 2 65 112 
％ 3.7% 0.6% 4.5% 8.8% 3.8% 0.2% 5.4% 9.3% 
合計 
議題数 200 132 845 1177 310 46 842 1198 





















表６－３ 北野中 年度別・機能別議題数一覧   (大正 15（昭和元）年度～昭和 20 年度) 
年度 意志伝達機能 経営参加機能 連絡調整機能 
議題合計 
 議題数 ％ 議題数 ％ 議題数 ％ 
大正 15 30 16.4% 32 17.5% 121 66.1% 183 
昭和 2 28 18.1% 23 14.8% 104 67.1% 155 
昭和 3 12 10.0% 14 11.7% 94 78.3% 120 
昭和 4 19 15.7% 20 16.5% 82 67.8% 121 
昭和 5 24 18.0% 15 11.3% 94 70.7% 133 
昭和 6 31 21.7% 13 9.1% 99 69.2% 143 
昭和 7 16 13.9% 8 7.0% 91 79.1% 115 
昭和 8 22 18.2% 3 2.5% 96 79.3% 121 
昭和 9 18 20.9% 4 4.7% 64 74.4% 86 
昭和 10 22 17.9% 11 8.9% 90 73.2% 123 
昭和 11 21 21.0% 9 9.0% 70 70.0% 100 
昭和 12 39 32.5% 7 5.8% 74 61.7% 120 
昭和 13 16 12.3% 5 3.8% 109 83.8% 130 
昭和 14 34 27.4% 2 1.6% 88 71.0% 124 
昭和 15 34 37.0% 1 1.1% 57 62.0% 92 
昭和 16 35 22.4% 8 5.1% 113 72.4% 156 
昭和 17 2 40.0% 1 20.0% 2 40.0% 5 
昭和 18 37 47.4% 2 2.6% 39 50.0% 78 
昭和 19 66 29.7% 0 0.0% 156 70.3% 222 
昭和 20 4 8.3% 0 0.0% 44 91.7% 48 
%：各年度議題数／各年度議題合計×100 
(職員会議録をもとに筆者が作成) 






年度 2 4 6 8 10 12 14 16 18









































  賛成ナク延期 
三､組ノ向上進歩ヲ圖ル目的ヲ以テ事情適當ナル組ニ於テハ級會ヲ組織スルノ可否（協議） 













































  計晝係 （イ）清掃ニ関スル計画 ●●教諭 
      （ロ）防空ニ関スル計画 ●●教諭 ●●教諭 
                  ●●教諭 ●●教諭 
   （以下，筆者により略） 
五､日課時間ヲ明日ヨリ左ノ通リ定ム 
  １．入門 八時迠トス 




              （以上●●教務主任ヨリ） 
八､監督當番ニ関スル件（●●教諭ヨリ） 
  全職員ヲ三班ニ分ケ､一班三名宛七日間連續服務スルモノトス。 




   （以下，筆者により略） 
一〇､一年生ノ實力テストニ関スル件（●●教諭ヨリ） 































から失われた昭和 19 年度以降見ることができなくなったと考えられる。 
 


















表６－４ 高知一中 職員会議機能の議題内容別（大正期－昭和初期・昭和戦時体制期）分類比較表 
分 類 
大正期－昭和初期 昭和戦時体制期 
意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 意志伝達 経営参加 連絡調整 合 計 
教務
関係 
議題数 71  90  305  466  4  27  110  141  
％ 3.2% 4.1% 13.9% 21.2% 0.5% 3.6% 14.5% 18.6% 
総務
関係 
議題数 120  184  446  750  21  44  185  250  
％ 5.4% 8.4% 20.3% 34.1% 2.8% 5.8% 24.4% 32.9% 
生徒指
導関係 
議題数 87  73  247  407  3  14  103  120  
％ 4.0% 3.3% 11.2% 18.5% 0.4% 1.8% 13.6% 15.8% 
教職員
関係 
議題数 115  15  274  404  16  2  81  99  
％ 5.2% 0.7% 12.4% 18.3% 2.1% 0.3% 10.7% 13.0% 
時局
関係 
議題数 1  0  6  7  6  3  26  35  
％ 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 0.8% 0.4% 3.4% 4.6% 
その
他 
議題数 61  21  86  168  52  9  53  114  
％ 2.8% 1.0% 3.9% 7.6% 6.9% 1.2% 7.0% 15.0% 
合計 
議題数 4545 383  1364 2202  102  99  558  759  




























高知一中 経営参加機能 図６－２ 
表６－５ 高知一中 年度別・機能別議題数一覧    （大正 12年度～昭和 16 年度） 
年度 意志伝達機能 経営参加機能 連絡調整機能 
議題合計 
 議題数 ％ 議題数 ％ 議題数 ％ 
大正 12 23 46.0% 18 36.0% 9 18.0% 50 
大正 13 11 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 
大正 14 44 22.6% 39 20.0% 112 57.4% 195 
大正 15 85 35.6% 31 13.0% 123 51.5% 239 
昭和 2 42 30.0% 23 16.4% 75 53.6% 140 
昭和 3 79 38.3% 37 18.0% 90 43.7% 206 
昭和 4 83 36.1% 36 15.7% 111 48.3% 230 
昭和 5 23 7.9% 52 17.9% 216 74.2% 291 
昭和 6 27 12.3% 33 15.1% 159 72.6% 219 
昭和 7 14 7.5% 31 16.7% 141 75.8% 186 
昭和 8 12 4.7% 51 19.9% 193 75.4% 256 
昭和 9 12 6.7% 32 17.9% 135 75.4% 179 
昭和 10 17 11.5% 21 14.2% 110 74.3% 148 
昭和 11 17 15.2% 16 14.3% 79 70.5% 112 
昭和 12 9 17.6% 8 15.7% 34 66.7% 51 
昭和 13 9 14.5% 3 4.8% 50 80.6% 62 
昭和 14 8 12.7% 7 11.1% 48 76.2% 63 
昭和 15 39 12.3% 43 13.6% 235 74.1% 317 














和 16 年は，昭和戦時体制期を 3 局面に区分(「第 3 章 第 3 節」参照)した時に，教育審議
会の設置と国民精神総動員運動，「国家総動員法」の制定により，教育改革が行われ，昭和

















大正十二年四月十日 午後三時始 六時終了 
会議室ニ於テ 








































































部長より 1 議題が提出されている。また，「決議事項」と記録して 7 議題，「協議事項」と


























































































































































































































































































































































































































・高野桂一(1980)『学校経営の科学 ① 基礎理論』明治図書。 
・高野桂一(1980)『学校経営の科学 ② 経営組織論』明治図書。 




























題 第 1巻 自律的経営に向けての離陸』教育開発研究所。 
・中留武昭(2010)『自律的な学校経営の形成と展開 －臨教審以降の学校経営の軌跡と課


























































































































・『大阪府中學校長會記録』(明治 29年 11月 21日～昭和 15年 4月 18日)。 
・大阪府立北野中學校六稜同窓会(1933)『創立五十周年』。 




















・兵庫県立第一神戸中学校『職員會決議録』（明治 29年度～明治 44年度）。 
・兵庫県立第一神戸中学校『職員會議記録』（昭和 11年度～昭和 18年度）。 
・兵庫県立第一神戸中学校『職員會議録』（昭和 19年度～昭和 20年度）。 
・兵庫県立兵庫高等学校校誌編纂委員会(2008)『兵庫高校百年のあゆみ』創立１００周年
記念事業実行委員会。 
